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共同通信社『記者ハンドブック』は 1956 年に初版が発行され、その後 10 回以上の改訂
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おける差別語関連の記述の比較から、言い換えられた差別語の数が第 9 版 (2000 年 )に激増した
点などは、小さな発見ではあるが、これまでにはなかった指摘だけに評価できる。  
 審査会では、差別語論争に関する資料として研究書の他にも、より多くの一次資料にあたる
べきではなかったかというコメントや、辞書の比較が不十分といった指摘がなされた。しかし
ながら、本研究は、広範囲にわたる文献資料を渉猟し、精緻に分析することで差別語問題への
意識の変遷を明らかにし、差別語をめぐる様々な問題を考えるための視座として、差別語事例
のプロトタイプ的定義から新たな差別語の捉え方を提示した点で、今後の差別語研究に大きな
意義をもつものであると考える。  
 以上より、本研究の成果は、論文執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
と学識を有することを示している。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合
格と認める。  
